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き
ょ
う
は
２
部
だ
て

『自然体です、技工団。』

　

技
工
団
は
、
１
９
４
６
年

の
創
業
か
ら
、
今
年
で
70
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
間
、
多
く
の
皆
様
方

に
温
か
い
ご
愛
顧
を
賜
り
、

ま
た
ご
支
援
、
ご
協
力
も
頂

き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
70
周
年

は
、
次
の
１
０
０
周
年
に
向

け
て
の
ス
タ
ー
ト
だ
と
肝
に

銘
じ
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

戦
後
、
中
国
よ
り
引
き
揚

げ
て
き
た
満
鉄
マ
ン
た
ち

が
、
鉄
道
建
設
の
技
術
力
を

頼
み
に
、
生
き
て
い
く
た
め

に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
建
設

事
業
が
弊
社
の
始
ま
り
で

す
。
そ
の
後
、
美
祢
や
北

九
州
の
石
灰
石
鉱
山
に
出

会
い
、
国
・
県
・
市
町
の

公
共
土
木
に
出
会
い
、
た

く
さ
ん
の
企
業
の
建
築
工
事

に
出
会
い
、
今
日
に
い
た
り

ま
し
た
。
そ
の
間
、
さ
ま
ざ

ま
な
チ
ャ
ン
ス
と
と
も
に
、

い
く
つ
も
の
失
敗
も
経
験
し

て
き
ま
し
た
。

　

「
自
然
体
で
す
、
技
工
団
。」

と
標
榜
し
て
お
り
ま
す
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
時
代
の
流

れ
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く

社
会
か
ら
の
要
請
に
応
え
て

い
く
姿
勢
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　

70
年
の
区
切
り
に
「
Ｃ
Ｓ

Ｒ
の
基
本
的
な
考
え
方
」

と
題
し
た
、
会
社
の
理
念

書
の
よ
う
な
も
の
を
作
成

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
社
員
全
員
の
ベ
ク
ト

ル
合
わ
せ
が
進
み
、
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
風
土
に
変
革
し

て
、
自
律
で
き
る
企
業
を

め
ざ
す
と
と
も
に
、
お
客

様
や
地
域
社
会
に
と
っ
て

「
お
役
に
立
て
る
」
存
在
で

あ
り
ま
す
よ
う
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
高
配
に

心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上

げ
、
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご

愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

株
式
会
社
技
工
団

代
表
取
締
役
社
長 

作
間
悦
次

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
や
４
カ
国
語
説
明
板
を
寄
贈

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
基
本
的
な
考
え
方
」な
ど
、記
念
事
業
続
々

　

土
木
建
築
の
設
計
・
施
工
・
維
持
管
理
、
石
灰
石

採
掘
な
ど
の
技
工
団
（
作
間
悦
次
社
長
）
は
、
１
９

４
６
（
昭
21
）
年
５
月
５
日
の
創
業
か
ら
、
今
年
で

70
周
年
を
迎
え
る
。　
　
　

 

※
沿
革
は
２
面
で
紹
介

　

同
社
は
、「
愛
さ
れ
、
信

頼
さ
れ
る
建
設
企
業
で
あ
り

た
い
。
自
然
と
の
調
和
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
確
か
な
技

術
で
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
役

に
立
ち
た
い
と
い
つ
も
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
必
要
と
さ
れ
る

企
業
で
い
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
。
い
つ
も
こ
れ
が

わ
た
し
ど
も
の
モ
ノ
サ
シ
で

す
」
と
し
、「
自
然
体
で
す
、

技
工
団
。」
を
基
本
姿
勢
に

置
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
70

周
年
を
記
念
し
て
、
次
の
よ

う
な
事
業
を
実
施
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
寄
贈

＝
「
日
本
の
ク
リ
ス
マ
ス
は

山
口
か
ら
」

の
活
動
に
協

賛
し
て
、
山

口
中
河
原
御

茶
屋
跡
の
地

に
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
を

植
樹
。
周
辺

を

整

備

し

た
。

　

４
カ
国
語
説
明
板
寄
贈
＝

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
の
一
助

に
な
れ
ば
と
考
え
、
山
口
大

神
宮
（
滝
町
４
）
と
熊
野
神

社
（
熊
野
町
２
）
に
、
そ
れ

ぞ
れ
日
本
語
・
英
語
・
中
国

語
・
韓
国
語
を
併
記
し
た
説

明
板
を
設
置
し
た
。

　

山
口
県
経
営
者
協
会
に
い

す
・
テ
ー
ブ
ル
寄
贈
＝
同
社

が
長
ら
く
世
話
に
な
っ
て
き

た
山
口
県
経
営
者
協
会
（
中

央
５
）
に
、
50
人
分
の
い

す
・
テ
ー
ブ
ル
を
寄
贈
し

た
。

　

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
基
本
的
な
考

え
方
」
作
成
＝
自
分
た
ち
の

会
社
の
あ
り
よ
う
や
事
業
活

動
が
、
お
客
様
、
お
取
引

先
、
社
員
、
地
域
の
人
た
ち

な
ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

（
利
害
関
係
者
）
に
ど
う
「
お

役
に
立
て
る
か
」
と
の
視
点

で
、
今
後
の
「
あ
り
た
い

姿
」
を
取
り
ま
と
め
。
具
体

的
に
は
、
11
人
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
、

全
社
員
を
巻
き
込
ん
で
、
経

営
理
念
を
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
手
法
で

示
し
た
冊
子
を
作
成
。
経
営

理
念
の
一
層
の
徹
底
を
図
っ

て
い
く
。

　

※
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は
、「
企
業

の
社
会
的
責
任
」
と
訳
さ
れ

る
。
自
社
の
利
益
を
追
求
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
組
織

活
動
が
社
会
へ
与
え
る
影
響

に
責
任
を
も
ち
、
あ
ら
ゆ
る

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
良
好

な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
経
営

を
続
け
る
こ
と
を
指
す
。

　

各
事
業
所
等
環
境
整
備
＝

心
地
よ
く
効
率
的
に
執
務
で

き
る
よ
う
、
泉
都
町
ハ
イ

ツ
、
平
川
資
材
セ
ン
タ
ー
、

広
島
Ｇ
Ｋ
Ｄ
ビ
ル
を
は
じ

め
、
本
社
・
各
事
業
所
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
什
器
更

新
、
設
備
強
化
な
ど
、
執
務

環
境
の
整
備
を
実
施
し
た
。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
更
新
＝
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
へ
の
リ
ン

ク
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
基
本
的
な
考

え
方
な
ど
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を

充
実
。
内
容
を
一
新
し
た
。

　

ユ
ニ
ホ
ー
ム
・
は
ん
て
ん

更
新
＝
動
き
や
す
さ
、
使
い

や
す
さ
、
技
工
団
ら
し
さ
を

考
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
変
更

し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
導
入
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
標
準
化
な
ど
＝
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
意
識
の
入
口

づ
く
り
を
試
行
す
る
。

　

70
周
年
感
謝
告
知
＝
４
月

１
日
か
ら
、
各
事
業
所
、
作

業
所
に
70
周
年
感
謝
告
知
の

「
の
ぼ
り
」「
ポ
ス
タ
ー
」
を

掲
示
。
職
員
は
「
ワ
ッ
ペ

ン
」
を
着
用
し
、
感
謝
の
気

持
ち
を
表
現
す
る
。

５月に７０周年、次の１００周年に向けて

第２部
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 １行記事　→間見ることができる。加えて、おいしいラーメン店の紹介や、長年乗り続けてきた愛車とのお別れなども。アドレスは、https://www.facebook.com/gikodan。

サンデー山口３　2016年（平成28年）４月１日㈮

 １行記事　技工団の手掛けているさまざまな工事の途中経過や裏話が報告されている「技工団公式フェイスブックページ」。工事に対するスタッフの思いや決意等も垣→



2016年（平成28年）４月１日㈮　４サンデー山口

サ
ン
デ
ー
山
口（
山
口
版
）は
、朝
日
・
毎
日
・
読
売
・
中
国
・
日
経
の
５
紙
に
折
り
込
み
、山
口
市
全
域（
秋
穂
・
阿
知
須
・
阿
東
・
小
郡
・
徳
地
・
山
口
）へ
お
届
け
し
て
い
ま
す
。電
子
版
は
、http://sunyam

a.soreccha.jp/

で
公
開
中
。


